
　１月２日、「第42回いなみ新春万葉マラソン大会」が、
サンスポーツランドいなみとその周辺コースで開催され、
町内のほか全国各地から、1,436 人が参加しました。
　当日は晴天に恵まれ絶好のマラソン日和となり、参加
者はファミリ―の部や、ハーフの部など、それぞれのコ
ースを走り抜けました。
　会場では抽選会やぜんざ
いの無料サービス、各種団
体等の模擬店などもあり、
大会参加者は新年の一日を
楽しんでいました。

2014　新春のいなみ野を駆け抜ける！
いなみ新春万葉マラソン大会

▲ 	重いからお兄ちゃんと一緒に
運んだよ

▲ 	世界記録認定でいなっちも大喜び▲ 	いなっちがどんどんでき上がっていきます！

　１月11日、いなみ野体育センターで、町内産の野菜を並べて世界最大の
モザイクアートを作る世界記録挑戦事業を開催しました。
　この日は町内外から約300人が集まり、キャベツや大根、ニンジンなど
の数種類の野菜約24,000個を約３時間かけて並べ、町のイメージキャラク
ターであるいなっちのモザイクアートを完成させました。できあがったモ
ザイクアートは縦20ｍ、横20.1ｍの402㎡の大きさで、それまで群馬県伊
勢崎市で作られた従来のギネス記録381㎡を上回り、見事記録を更新しま
した。ギネス認定員により記録が認定されると、稲美中学校吹奏楽部によ

るファンファーレが会場内に響き、参加者からは大きな拍手
が起こりました。
　世界記録挑戦にあたっては、当日参加された皆さんのほ
か、野菜を生産されている町内の農家の皆さん、ＪＡ兵庫南
の職員の方々、兵庫大学の先生方や学生の皆さんのほか、
県立農業高等学校のラグビー部の生徒の皆さんなど、多く
の方々に携わっていただきました。記録を達成することがで
きましたのも、多くの方々のご協力のおかげと感謝していま
す。本当にありがとうございました。

　農事功績表彰は、長年にわたり農業における
新しい技術や経営の改善に挑戦され、技術の導
入や普及等に大きな貢献をした農業者の方に贈
られるものです。
　井上貞

さだ

夫
お

さん（上場）は野菜の施設半促成栽
培を導入され、省農薬肥料栽培技術等を確立す
るとともに、兵庫県農業経営士会の役員とし

て、新しい農業の担
い手育成等に貢献さ
れています。
　このたびその功績
をたたえ、農事功績
表彰のうちの一つで
ある緑白綬有功章が
贈られました。

　１月12日、いなみ文化の森コスモホールで成人式が開催さ
れました。
　この日町内で成人を迎えたのは
303人（Ｈ5.4.2～Ｈ6.4.1）。華や
かな振袖やスーツに身を包んだ247
人が、晴れやかな表情で式典に参加
しました。
　町長や町議会議長など来賓の祝辞
の後、新成人を代表して稲美町成人
式実行委員の松下こころさんが、「感
謝の気持ちを大切に、正義感のある
社会人になるよう努めていきたい」
と「はたちのことば」を述べました。
　その後中学校の恩師からのビデオ
レターが上映されると、先生方から
のメッセージに会場は大いに盛り上
がりました。また各中学校のクラス
ごとの記念撮影もあり、参加した新
成人は旧友との再会を懐かしんでい
ました。

世界記録に挑戦！　
野菜を使ったモザイクアートで

世界一に認定されました！！

おめでとうございます
緑白綬有功章を受章

～2014　好きやねん♥　稲美～　
稲美町成人式

▲ 勢いよくスタート！ ▲ 家族で完走しました

稲美町技能職者表彰稲美町技能職者表彰
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▲ 	受章おめでとうございます

りょくはくじゅゆうこうしょう

▲ 	加古川のかつめしイメージキャラクター「かっつん」
と「デミーちゃん」も応援に来てくれました

▲ 	色鮮やかな振袖に身を
包んで…

▲ 	松下こころさん
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